
第２号 下小松古墳群からの米沢盆地の眺め

《概要》

下小松古墳群は、４世紀から
６世紀にわたって造られた東北
有数の大古墳群。

整備された散策道を進んだ展
望箇所（T41号墳）からは、米沢
盆地の里山、屋敷林が点在す
る水田と奥羽山脈が一望できる。
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古墳群の展望から眺めるダイナミックな景観

T41号墳へ続く散策路も気持ちよさそう

秋は水田が黄金色に染まる

下小松古墳群T41号墳
（川西町大字下小松）


